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は
じ
め
に

二
〇
一
四
年
の
ロ
シ
ア
経
済
は
、
国
際
原
油
価
格
の
下
落
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
欧
米
と
の
対
立
が
つ
づ
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
底
堅
く
推
移
し
、
二
〇
一
四
年
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

成
長
率
は
前
年
比
〇
・
六
％
と
プ
ラ
ス
成
長
を
維
持
し
た
。

と
は
い
え
、
二
〇
一
五
年
に
入
り
、
原
油
安
と
経
済
制
裁
に
加

え
、
米
国
の
利
上
げ
観
測
に
よ
り
ロ
シ
ア
か
ら
の
資
本
流
出
圧
力
は

ま
す
ま
す
強
ま
っ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
経
済
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

る
。

ロ
シ
ア
の
貿
易
・
財
政
お
よ
び
外
交
は
原
油
・
ガ
ス
に
依
存
し
て

お
り
、
欧
米
と
の
対
立
に
よ
り
、
原
油
・
ガ
ス
の
輸
出
と
し
て
中
国

が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

筆
者
は
、
中
国
の
影
響
力
の
拡
大
著
し
い
ロ
シ
ア
極
東
の
社
会
経

済
情
勢
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
一
五
年
九
月
上
旬
に

中
国
国
境
に
接
す
る
ロ
シ
ア
極
東
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
お
よ
び
ウ
ス

リ
ー
ス
ク
を
訪
問
し
た
。

本
稿
で
は
、
国
際
原
油
価
格
と
ロ
シ
ア
経
済
と
の
関
係
に
つ
い
て

概
説
し
、
経
済
制
裁
下
の
ロ
シ
ア
・
ル
ー
ブ
ル
為
替
相
場
や
国
際
収

支
の
動
向
に
つ
い
て
論
じ
る
。
そ
の
上
で
、
現
地
調
査
に
も
と
づ
い

て
、
中
ロ
経
済
関
係
の
現
状
を
紹
介
し
た
い＊

1

。

第
Ⅰ
部 

マ
ネ
ー
―
ド
ル
基
軸
通
貨
体
制
の
黄
昏

国
際
原
油
価
格
と
ロ
シ
ア
経
済
の
関
係
に
つ
い
て

安
木
新
一
郎
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Ⅰ
プ
ー
チ
ン
政
権
下
の
ロ
シ
ア
経
済

１
油
価
と
為
替
相
場

プ
ー
チ
ン
政
権
下
の
ロ
シ
ア
経
済
の
成
長
要
因
は
、
国
際
原
油
価

格
の
上
昇
と
、
こ
れ
に
と
も
な
う
ロ
シ
ア
の
通
貨
ル
ー
ブ
ル
の
対
米

ド
ル
為
替
高
傾
向
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

ロ
シ
ア
の
主
要
輸
出
産
品
は
原
油
、
石
油
製
品
お
よ
び
天
然
ガ
ス

で
、
金
額
ベ
ー
ス
で
輸
出
全
体
の
三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
。
石
油

製
品
や
天
然
ガ
ス
の
価
格
は
油
価
と
連
動
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
油

価
（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
：
ウ
ェ
ス
ト
・
テ
キ
サ
ス
・
イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
ト

〈
原
油
先
物
の
代
表
的
な
指
標
〉）
に
着
目
す
る
と
、
プ
ー
チ
ン
大
統

領
就
任
前
に
一
バ
レ
ル
＝
一
〇
ド
ル
台
ま
で
下
が
っ
た
後
、
二
〇
〇

四
年
九
月
二
八
日
に
は
史
上
初
め
て
五
〇
ド
ル
を
突
破
し
、
そ
の
後

は
一
〇
〇
ド
ル
を
超
え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

ロ
シ
ア
経
済
を
考
察
す
る
場
合
、
油
価
の
傾
向
を
み
る
こ
と
が
重

要
で
、
図
１
を
見
る
と
、
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
あ
っ
た
一
九
九
七

年
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
あ
っ
た
二
〇
〇
八
年
、
そ
し
て
二
〇
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一
三
年
以
降
油
価
は
下
落
傾
向
に
あ
り
、
こ
の
時
期
と
ロ
シ
ア
の
景

気
減
速
期
が
重
な
る
。

と
は
い
え
、
プ
ー
チ
ン
政
権
期
は
概
し
て
、
国
際
原
油
価
格
の
上

昇
傾
向
が
つ
づ
き
、
ロ
シ
ア
は
巨
額
の
貿
易
黒
字
を
計
上
で
き
た
の

で
あ
る
。

こ
の
貿
易
黒
字
の
増
加
は
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
ず
、
貿
易
黒
字
は
統
計
上
、
直
接
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
分
と
な
る
。

次
に
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
す
な
わ
ち
国
民
所
得
の
増
加
は
、
家
計
消
費
の
増

加
を
意
味
し
て
お
り
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
ロ
シ
ア
の
家
計
消
費
の

増
加
率
は
、
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
二
〇
〇
九
年
を
除
く
と

年
五
％
以
上
で
あ
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
半
分
強
を
占
め
て
い
て
（
二
〇
一

四
年
五
三
・
五
％
）、
こ
れ
が
ロ
シ
ア
の
経
済
成
長
を
支
え
て
い
た
。

さ
ら
に
、
ロ
シ
ア
の
家
計
消
費
の
増
加
は
、
ロ
シ
ア
国
内
の
製
造

業
の
回
復
を
も
た
ら
し
た
。
割
高
な
輸
入
品
だ
け
で
な
く
、
価
格
の

安
い
国
産
品
に
対
す
る
需
要
も
増
大
し
た
こ
と
が
、
製
造
業
の
再
建

や
新
規
投
資
に
つ
な
が
っ
た
の
で
あ
る
。

２
ロ
シ
ア
は
呪
わ
れ
な
か
っ
た
の
か

ロ
シ
ア
の
よ
う
に
も
と
も
と
工
業
国
で
、
そ
の
後
原
油
・
ガ
ス
輸

出
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
い
わ
ゆ
る
「
オ
ラ
ン
ダ
病
」
と
呼

ば
れ
る
問
題
が
発
生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

為
替
相
場
を
見
る
と
、
ロ
シ
ア
・
ル
ー
ブ
ル
の
対
ド
ル
為
替
相
場

の
変
動
率
は
、
国
際
原
油
価
格
の
変
動
率
と
正
の
相
関
関
係
に
あ

る
、
す
な
わ
ち
、
油
価
が
上
昇
す
る
と
ル
ー
ブ
ル
高
に
動
く
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
（
安
木 

二
〇
一
三
）。

一
般
に
、
自
国
通
貨
が
対
ド
ル
で
高
く
な
る
と
輸
出
に
不
利
で
輸

入
に
有
利
な
状
態
に
な
る
と
考
え
ら
れ
、
目
下
、
日
本
で
も
輸
出
が

増
え
る
と
し
て
、
あ
る
程
度
の
円
安
を
歓
迎
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。

油
価
の
上
昇
傾
向
は
ル
ー
ブ
ル
高
傾
向
を
意
味
し
、
ル
ー
ブ
ル
が

高
く
な
る
と
輸
入
が
有
利
に
な
る
、
つ
ま
り
、
輸
入
品
の
価
格
が

ル
ー
ブ
ル
建
て
で
下
が
る
こ
と
に
な
り
、
価
格
で
勝
負
し
て
き
た
品

質
に
劣
る
ロ
シ
ア
国
産
品
は
輸
入
品
に
負
け
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て

ロ
シ
ア
の
製
造
業
は
ま
た
衰
退
し
て
い
き
、
ま
す
ま
す
原
油
・
ガ
ス

へ
の
依
存
度
を
深
め
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
「
オ
ラ
ン
ダ
病
」
で
あ

り
、「
天
然
資
源
の
呪
い
（the curse of natural resources

）」
論

で
あ
っ
た
（K

ronenberg 2004

）。

こ
れ
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
の
製
造
業
が
原
材
料
や
高
度
な
外
国
の

技
術
を
搭
載
し
た
機
械
・
設
備
と
い
っ
た
中
間
財
を
輸
入
す
る
場

合
、
ル
ー
ブ
ル
高
傾
向
が
つ
づ
い
て
く
れ
た
ほ
う
が
よ
り
安
く
輸
入

す
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
生
産
量
を
増
や
せ
る
と
の
見
解
も
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あ
っ
た
。
そ
し
て
現
在
で
は
、
ロ
シ
ア
で
は
ル
ー
ブ
ル
高
の
下
で
も

製
造
業
が
成
長
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
久
保
庭 

二
〇
一
一
）。

製
造
業
の
復
活
が
見
ら
れ
る
と
は
い
え
、
メ
ド
ヴ
ェ
ー
ジ
ェ
フ
首

相
が
言
う
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
経
済
は
「
原
始
的
」
で
あ
る
。
ロ
シ
ア

の
輸
出
の
六
〜
七
割
、
連
邦
歳
入
の
半
分
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
は
一
割
）

が
原
油
・
ガ
ス
関
連
で
あ
り
（
表
１
）、
貿
易
・
投
資
・
株
価
を
左

右
す
る
為
替
相
場
は
油
価
の
変
動
と
正
の
相
関
関
係
に
あ
る
な
ど
、

ロ
シ
ア
経
済
は
「
資
源
依
存
経
済
」
と
形
容
さ
れ
る
。

同
じ
く
産
油
国
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
と
比
較
す
る
と
わ
か
り
や
す
い

が
、
メ
キ
シ
コ
は
輸
出
の
一
割
が
原
油
、
歳
入
の
三
割
が
石
油
関
連

で
あ
り
、
ロ
シ
ア
の
原
油
・
ガ
ス
依
存
度
は
メ
キ
シ
コ
に
比
べ
て
き

わ
め
て
高
い
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

３
小
括

一
九
九
九
年
か
ら
始
ま
る
プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
、
ロ
シ
ア
経
済
は

順
調
に
成
長
し
て
い
っ
た
が
、
こ
れ
は
国
際
原
油
価
格
の
上
昇
傾
向

に
よ
り
国
際
収
支
が
黒
字
と
な
り
、
ま
た
、
輸
出
関
税
を
か
け
る
こ

と
で
歳
入
が
安
定
し
、
ロ
シ
ア
自
体
の
信
用
が
高
ま
っ
た
か
ら
で

あ
っ
た
。

国
際
原
油
価
格
の
上
昇
に
と
も
な
い
、
ロ
シ
ア
・
ル
ー
ブ
ル
の
対

ド
ル
相
場
も
高
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
は
天
然
資
源
の
呪
い

に
あ
ま
り
か
か
ら
ず
、
国
内
の
製
造
業
も
成
長
し
て
い
っ
た
。

二
〇
〇
八
年
九
月
に
い
わ
ゆ
る
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
発
生

し
、
ロ
シ
ア
も
二
〇
〇
九
年
に
景
気
減
速
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
そ

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

歳入 22.5 18.9 17.9 20.3 20.7 19.7 20.4

内、石油・ガス 10.6  7.7  8.3 10.1 10.4  9.9 10.5

歳出 18.3 24.9 21.8 19.5 20.7 20.2 20.9

財政黒字  4.1 ‒6.0 ‒3.9  0.8 ‒0.1 ‒0.5 ‒0.5

表1　ロシアの連邦予算、2008～2014年、（対GDP比。単位：%）

（出所）ロシア統計局公開資料より筆者作成。
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の
後
は
ふ
た
た
び
回
復
し
て
い
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
三
年
か
ら
ロ
シ
ア
の
経
済
成
長
率
は
鈍
化
し

は
じ
め
、
二
〇
一
四
年
に
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ク
リ
ミ
ア
半
島
と
ド
ン

バ
ス
を
め
ぐ
り
欧
米
と
の
対
立
が
激
化
し
て
い
く
と
、
経
済
制
裁
を

課
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

Ⅱ
経
済
制
裁
下
の
ロ
シ
ア
の
マ
ク
ロ
経
済
と

対
外
経
済
関
係

１
貿
易
と
為
替
相
場

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
経
済
成
長
は
国
際
原

油
価
格
の
上
昇
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
が
、
油
価
の
下
落
に
よ

り
、
二
〇
一
三
年
に
ロ
シ
ア
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
比
一
・
三
％

と
低
く
な
り
、
二
〇
一
四
年
に
は
〇
・
六
％
に
低
下
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
四
年
の
年
間
の
イ
ン
フ
レ
率
は
一
一
・
四
％
と
非

常
に
高
く
、
可
処
分
所
得
は
マ
イ
ナ
ス
〇
・
八
％
と
一
九
九
九
年
以

来
の
減
少
、
す
な
わ
ち
、
プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
初
め
て
、
実
際
に
使

え
る
所
得
が
減
る
と
い
う
事
態
に
お
ち
い
っ
た
の
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
の
貿
易
に
つ
い
て
見
る
と
（
表
２
）、
輸
出
総
額
は
四

九
三
六
億
ド
ル
で
前
年
比
二
九
七
億
ド
ル
の
減
少
（
内
、
原
油
・
石
油

製
品
・
天
然
ガ
ス
は
三
二
二
二
億
ド
ル
で
前
年
比
二
八
〇
億
ド
ル
減
）、

一
方
、
輸
入
総
額
は
三
〇
八
〇
億
ド
ル
で
前
年
比
三
三
三
億
ド
ル
減

少
で
あ
っ
た
。
輸
出
以
上
に
輸
入
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
輸
入
減
の
お
も
な
理
由
と
し
て
、
所
得
の
減
少
と
ル
ー
ブ
ル

安
の
二
つ
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
減
る
と
購
買
力
が
落
ち
る
の
で
、
輸
入
も
減
る

と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
ル
ー
ブ
ル
安
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
二
〇
一
四
年
の
ル
ー
ブ

ル
外
国
為
替
相
場
は
、
市
場
で
一
時
八
〇
ル
ー
ブ
ル
／
ド
ル
台
を
記

録
す
る
な
ど
、
一
方
的
な
ル
ー
ブ
ル
安
の
展
開
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
（
安
木 

二
〇
一
四
、
一
之
渡

二
〇
一
五
）。

二
〇
一
四
年
初
め
は
前
年
の
流
れ
を
引
き
継
い
で
、
か
つ
財
務
省

の
政
策
も
あ
っ
て
ル
ー
ブ
ル
安
が
つ
づ
く
が
、
三
月
中
旬
か
ら
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
る
米
欧
と
の
対
立
が
激
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ル
ー
ブ
ル
高
傾
向
に
転
じ
た
。

そ
の
後
、
原
油
価
格
の
下
落
を
受
け
七
月
初
め
か
ら
ル
ー
ブ
ル
は

再
び
対
ド
ル
対
ユ
ー
ロ
で
弱
く
な
っ
て
い
っ
た
。
第
４
四
半
期
に
は

急
落
を
記
録
し
、
一
二
月
末
に
シ
ル
ア
ノ
フ
財
務
相
が
ル
ー
ブ
ル
安

傾
向
の
終
息
宣
言
を
し
た
が
、
二
〇
一
五
年
に
入
っ
て
も
そ
の
ま
ま
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ル
ー
ブ
ル
安
が
継
続
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
二
〇
一
五
年
二
月
初
め
か
ら
は
ル
ー
ブ
ル
高
ド
ル
安

傾
向
に
転
じ
、
こ
れ
が
五
月
末
ま
で
つ
づ
い
た
後
、
六
月
初
め
か
ら

ル
ー
ブ
ル
安
と
な
っ
て
い
る
。

為
替
相
場
を
見
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
紛
争
の
激
化
や
日
米
欧

に
よ
る
経
済
制
裁
に
関
す
る
情
報
が
流
れ
る
と
ル
ー
ブ
ル
安
が
進
む

よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
が
、
ル
ー
ブ
ル
安
傾
向
は
す
で
に
二
〇
一

三
年
か
ら
起
き
て
い
て
、
ま
た
二
〇
一
四
年
三
〜
七
月
の
期
間
、
お

よ
び
二
〇
一
五
年
二
〜
五
月
の
期
間
の
傾
向
は
ル
ー
ブ
ル
高
ド
ル
安

で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
ル
ー
ブ
ル
相
場
に
か
ぎ
っ
て
い
え
ば
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
と
日
米
欧
に
よ
る
経
済
制
裁
が
与
え
る
影
響
は
限
定
的

で
、
急
激
な
ル
ー
ブ
ル
安
は
国
際
原
油
価
格
の
下
落
に
よ
る
も
の
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
為
替
変
動
が
貿
易
に
与
え
る
影
響
は
半
年
後
に
顕
在
化
す

る
こ
と
が
経
験
的
に
知
ら
れ
て
お
り
（

）、
実
際
に
ロ

シ
ア
の
輸
入
減
は
二
〇
一
五
年
第
２
四
半
期
（
四
〜
六
月
）
か
ら
深

刻
さ
を
増
し
て
い
る
。

２
止
ま
ら
な
い
資
本
流
出

次
に
、
資
本
収
支
を
見
る
と
、
流
出
超
に
変
化
は
な

い
が
前
年
に
比
べ
流
出
額
が
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
近
く
減

少
し
た
。
と
く
に
政
府
部
門
は
流
入
超
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
そ
の
他
部
門
の
直
接
投
資
の
流
出
額
は
前

年
比
四
〇
〇
億
ド
ル
弱
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
対
外

債
務
の
償
還
が
す
す
む
と
同
時
に
、
経
済
制
裁
下
で
の

新
規
借
り
入
れ
が
困
難
な
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

一
方
、
国
内
流
通
外
貨
現
金
は
三
三
九
億
ド
ル
減
を
記

録
し
、
ド
ル
や
ユ
ー
ロ
現
金
が
外
国
に
流
出
し
て
い
る

2014 2013
1　経常収支    567    341
　　　貿易収支  1,856  1,819
　　　　　輸出  4,936  5,233
　　　　　（内、原油・原油製品・
　　　　　 天然ガス）

 3,222  3,502

　　　　　輸入 ‒3,080 ‒3,413
　　　サービス収支   ‒546   ‒583
　　　　　輸送      52      32
　　　　　旅行   ‒383   ‒415
　　　投資収支   ‒569   ‒672
2　資本収支   ‒769 ‒1,708
　　　　　政府    397    ‒42
　　　　　中央銀行       0       6
　　　　　銀行   ‒127   ‒279
　　　　　その他部門 ‒1,044 ‒1,394
　　　　　（内、直接投資
　　　　　       外貨現金
　　　　　       虚偽取引）

  ‒471
  ‒339
   ‒90

  ‒854
      3
  ‒265

3　外貨準備増減  1,075    221
4　誤差脱漏      34   ‒108

（参考）資本純流出  1,515    610

表2　ロシア国際収支表、2013・2014年
（単位：億ドル）

（出所）ロシア銀行公開の統計資料より筆者作成。
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こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
資
本
純
流
出
額
は
前
年
を
は
る
か
に
上
回
る
一
五
一
五
億

ド
ル
に
達
し
、
ロ
シ
ア
連
邦
政
府
予
想
の
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
超

え
、
世
界
銀
行
の
予
測
（
一
五
〇
〇
億
ド
ル
）
に
近
い
値
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
金
外
貨
準
備
も
前
年
以
上
に
減
少
し
、
二
〇
一
四
年
は

一
〇
七
五
億
ド
ル
も
減
少
し
た
（
国
際
収
支
表
の
外
貨
準
備
増
減
勘

定
は
負
の
記
号
で
あ
れ
ば
増
加
、
正
で
あ
れ
ば
減
少
を
表
す
）。
ロ
シ

ア
銀
行
が
二
〇
一
五
年
一
月
二
〇
日
に
公
表
し
た
統
計
に
よ
る
と
、

金
外
貨
準
備
は
一
四
年
初
め
の
五
〇
九
六
億
ド
ル
か
ら
一
五
年
初
め

の
三
八
五
五
億
ド
ル
に
減
少
し
た
。

金
外
貨
準
備
の
減
少
要
因
と
し
て
は
ド
ル
売
り
ル
ー
ブ
ル
買
い
と

い
う
ル
ー
ブ
ル
為
替
相
場
介
入
が
主
で
あ
る
が
、
ロ
シ
ア
銀
行
が
金

価
格
の
下
落
を
利
用
し
て
金
買
い
も
実
施
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値

す
る
だ
ろ
う
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四

年
一
一
月
に
ロ
シ
ア
の
金
準
備
は
一
一
八
七
・
五
ト
ン
と
二
〇
〇
五

年
比
で
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
準
備
に
占
め
る
金
地
金
の
割
合
を
増

や
す
こ
と
で
、
米
ド
ル
保
有
に
と
も
な
う
リ
ス
ク
を
軽
減
し
よ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

３
対
外
債
務
問
題

対
外
債
務
に
つ
い
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
を
め
ぐ
る
米
欧
に
よ

る
経
済
制
裁
を
受
け
て
企
業
が
借
り
換
え
な
し
で
債
務
返
済
を
進
め

た
結
果
、
二
〇
一
四
年
下
半
期
に
急
速
に
減
少
し
た
。

政
府
と
民
間
部
門
を
合
わ
せ
た
債
務
総
額
は
、
二
〇
一
四
年
七
月

一
日
時
点
で
は
七
三
二
四
億
ド
ル
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
五
年
一
月
一

日
時
点
の
総
額
は
五
九
九
五
億
ド
ル
と
約
一
三
〇
〇
億
ド
ル
減
少
し

た
。
な
お
、
二
〇
一
五
年
一
月
一
日
時
点
の
国
有
を
含
む
企
業
・
銀

行
の
対
外
債
務
残
高
は
五
四
七
六
億
ド
ル
、
政
府
債
務
は
四
一
五
億

ド
ル
、
中
銀
債
務
は
一
〇
四
億
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。

減
少
し
た
と
は
い
え
、
ロ
シ
ア
の
企
業
・
銀
行
は
約
六
〇
〇
〇
億

ド
ル
の
外
貨
建
て
債
務
を
抱
え
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
う
ち
一
〇
〇

〇
億
ド
ル
が
二
〇
一
五
年
中
に
返
済
期
限
を
迎
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
ロ
シ
ア
企
業
は
米
欧
の
制
裁
に
よ
っ
て
国
際
資
本
市
場
で
の
資

金
調
達
が
困
難
で
、
か
つ
ル
ー
ブ
ル
の
急
落
も
相
ま
っ
て
返
済
能
力

が
低
下
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
四
日
に
ロ

シ
ア
銀
行
は
国
内
大
手
企
業
に
対
し
在
外
資
産
を
担
保
と
し
て
ハ
ー

ド
カ
レ
ン
シ
ー
、
す
な
わ
ち
米
ド
ル
の
貸
し
出
し
を
開
始
す
る
と
発

表
し
た
（Reuters, 24 D

ecem
ber 2014

）。
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付
言
す
る
と
、
ロ
シ
ア
の
市
中
銀
行
は
経
営
体
力
が
低
下
し
て
お

り
、
今
回
の
ル
ー
ブ
ル
急
落
の
な
か
ロ
シ
ア
銀
行
は
銀
行
救
済
を
開

始
し
た
。
二
〇
一
四
年
一
二
月
二
二
日
に
中
堅
の
ト
ラ
ス
ト
銀
行
の

破
綻
を
回
避
す
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア
銀
行
は
管
理
下
に
お
い
た
上
で

最
大
三
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
の
資
金
供
給
を
行
う
と
発
表
し
た

（Reuters, 24 D
ecem

ber 2014
）。
な
お
、
ト
ラ
ス
ト
銀
行
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
に
子
会
社
を
持
つ
ロ
シ
ア
の
一
一
の
銀
行
の
な
か
で
最
小
規

模
の
銀
行
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
ロ
シ
ア
の
金
融
機
関
に
被

害
を
与
え
た
典
型
例
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ま
た
、
二
〇
一
五
年
一
月
一
四
日
に
モ
イ
セ
エ
フ
財
務
次
官
は
ガ

ス
プ
ロ
ム
バ
ン
ク
、
Ｖ
Ｔ
Ｂ
、
ロ
シ
ア
農
業
銀
行
の
大
手
国
有
三
行

に
対
し
、
国
債
売
却
に
よ
る
資
金
を
利
用
し
て
資
本
注
入
を
実
施

し
、
た
と
え
ば
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
バ
ン
ク
に
七
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
を
注

入
し
た
（Reuters, 14 January 2015

）。
危
機
的
状
態
に
あ
る
中

小
銀
行
の
救
済
の
た
め
、
大
手
国
有
銀
行
に
中
小
銀
行
を
吸
収
合
併

さ
せ
た
い
が
、
こ
の
吸
収
の
た
め
の
資
金
は
財
務
省
・
ロ
シ
ア
銀
行

が
供
給
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

４
小
括

為
替
レ
ー
ト
政
策
に
関
し
て
言
う
と
、
二
〇
一
五
年
一
月
か
ら
完

全
に
自
由
な
変
動
相
場
制
に
移
行
し
、
合
わ
せ
て
ル
ー
ブ
ル
急
落
に

対
し
て
は
ド
ル
売
り
介
入
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ル
ー
ブ
ル
安
傾
向
が
続
く
か
ど
う
か
は
、
国
際
原
油
価
格
の
影
響

が
大
で
あ
る
が
、
現
在
、
ロ
シ
ア
銀
行
は
政
策
金
利
の
引
き
下
げ

（
二
〇
一
五
年
一
月
：
一
七
％
↓
九
月
：
一
一
％
）
に
よ
る
マ
ネ
ー
ス

ト
ッ
ク
増
加
策
を
採
用
し
て
お
り
、
ル
ー
ブ
ル
安
傾
向
は
し
ば
ら
く

継
続
す
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
二
〇
一
四
年
下
半
期
に
ロ
シ
ア
の
対
外
債
務
は
一
三
〇
〇

億
ド
ル
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
日
米
欧
の
経
済
制
裁
に
よ
り
ロ
シ
ア

の
企
業
・
銀
行
が
借
り
換
え
な
し
で
償
還
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
ロ

シ
ア
の
企
業
・
銀
行
は
対
外
債
務
の
返
済
の
た
め
に
外
貨
を
購
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
政
策
金
利
が
二
〇
一
四
年
初
め
の

五
・
五
％
か
ら
年
末
ま
で
に
は
一
七
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
外
貨
を
得
る
た
め
に
必
要
な
ル
ー
ブ
ル
資
金
の
調
達
コ
ス
ト
が

上
昇
し
た
。
ル
ー
ブ
ル
安
に
よ
っ
て
外
貨
建
て
債
務
が
ル
ー
ブ
ル
換

算
で
よ
り
増
加
し
た
こ
と
も
返
済
を
難
し
く
し
て
い
る
。

こ
の
事
態
に
財
務
省
は
二
〇
一
五
年
に
入
り
、
国
債
売
却
に
よ
り

得
た
ル
ー
ブ
ル
資
金
を
大
手
国
有
銀
行
へ
の
資
本
増
強
と
い
う
か
た

ち
で
供
給
し
た
。
国
債
の
売
り
オ
ペ
に
よ
り
市
中
か
ら
引
き
上
げ
た

ル
ー
ブ
ル
を
銀
行
に
供
給
し
た
の
だ
か
ら
、
マ
ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
は
増

え
な
い
が
、
銀
行
は
得
た
ル
ー
ブ
ル
を
外
貨
に
か
え
て
対
外
債
務
の
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返
済
に
充
て
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
結
果
的
に
財
務
省
は
市
中
銀
行

に
よ
る
ル
ー
ブ
ル
売
り
を
う
な
が
す
こ
と
に
な
る
。

今
後
も
日
米
欧
の
制
裁
が
つ
づ
く
場
合
、
二
〇
一
五
年
に
償
還
期

限
を
む
か
え
る
対
外
債
務
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
を
借
り
換
え
な
し
で
償

還
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
マ
ネ
ー
ス
ト
ッ
ク
増
と
ル
ー
ブ
ル
売
り

は
不
可
避
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅲ
ロ
シ
ア
に
よ
る
人
民
元
・
香
港
ド
ル
買
い

１
ロ
シ
ア
の
脱
ド
ル
化
は
本
当
か

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
め
ぐ
っ
て
ロ
シ
ア
と
欧

米
が
対
立
し
、
対
ロ
経
済
制
裁
が
実
施
さ
れ
る
な
か
、
ロ
シ
ア
か
ら

の
資
本
流
出
と
ル
ー
ブ
ル
価
値
の
下
落
が
激
し
く
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、
ロ
シ
ア
で
は
政
府
や
企
業
が
保
有

す
る
資
産
が
米
ド
ル
建
て
か
ら
人
民
元
や
香
港
ド
ル
建
て
に
か
わ

り
、
ま
た
対
外
決
済
に
も
人
民
元
を
使
用
す
る
範
囲
や
金
額
が
増
加

傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
脱
ド
ル
化
は
米
ド
ル
の
国
際
的
地
位
を
低
下

さ
せ
、
ル
ー
ブ
ル
や
人
民
元
の
国
際
通
貨
化
の
要
因
と
な
る
だ
ろ
う
と

の
論
調
が
ロ
シ
ア
で
は
見
ら
れ
る
（

）。
た
し
か
に
二
〇
一
三
年
の
中
ロ
貿
易
総
額
は
八
九
〇
億
ド
ル
に
達

し
て
お
り
、
今
後
東
シ
ベ
リ
ア
か
ら
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
よ
る
原

油
・
ガ
ス
の
輸
出
が
増
加
す
れ
ば
、
両
国
政
府
が
目
標
と
す
る
貿
易

総
額
年
間
一
〇
〇
〇
億
ド
ル
は
容
易
に
達
成
で
き
そ
う
で
あ
る
。
貿

易
額
が
増
加
す
れ
ば
人
民
建
て
決
済
額
も
増
え
る
可
能
性
は
あ
る
。

一
方
、
二
〇
一
四
年
第
３
四
半
期
の
ロ
シ
ア
政
府
・
企
業
に
よ
る

香
港
ド
ル
買
い
や
、
モ
ス
ク
ワ
外
貨
取
引
所
に
お
け
る
人
民
元
取
引

の
現
状
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
ロ
シ
ア
経
済
の
脱
ド
ル
化
や
、
ま

し
て
や
米
ド
ル
か
ら
人
民
元
へ
の
シ
フ
ト
が
起
き
て
い
る
と
は
言
え

な
い
。

以
下
で
事
態
を
く
わ
し
く
見
て
み
よ
う
。

２
ロ
シ
ア
・
マ
ネ
ー
、
香
港
を
席
巻

二
〇
一
四
年
七
月
一
日
か
ら
香
港
金
融
管
理
局
は
、
二
〇
一
二
年

第
４
四
半
期
以
来
と
な
る
為
替
介
入
を
実
施
し
た
。
香
港
ド
ル
が
急

激
に
上
昇
し
た
こ
と
か
ら
、
許
容
変
動
幅
（
七
・
七
五
〜
七
・
八
五

香
港
ド
ル
／
米
ド
ル
）
を
守
る
た
め
香
港
ド
ル
売
り
・
米
ド
ル
買
い
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介
入
を
行
っ
た
の
で
あ
る
（Reuters, 2 July 2014

）。
結
果
的
に
、

香
港
金
融
管
理
局
は
七
月
一
カ
月
間
に
八
三
億
九
〇
〇
〇
万
米
ド
ル

の
香
港
ド
ル
売
り
・
米
ド
ル
買
い
を
実
施
し
た
（Bloom

berg, 4 

A
ugust 2014

）。

七
月
二
六
日
に
香
港
金
融
管
理
局
は
、
株
式
上
場
や
配
当
支
払

い
、
企
業
の
合
併
・
買
収
が
香
港
ド
ル
需
要
を
押
し
上
げ
て
い
る
と

発
表
し
た
。
事
実
、
ハ
ン
セ
ン
指
数
は
七
月
一
カ
月
間
に
六
・
八
％

上
昇
し
、
月
間
ベ
ー
ス
で
二
〇
一
二
年
九
月
以
来
の
大
幅
な
上
げ
を

記
録
し
た
が
（Bloom

berg, 1 A
ugust 2014

）、
こ
れ
は
外
国
、
と

く
に
ロ
シ
ア
か
ら
香
港
へ
資
金
が
流
入
し
た
た
め
だ
と
さ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
七
月
三
一
日
に
ロ
シ
ア
二
位
の
携
帯
電
話
サ
ー
ビ
ス

会
社
メ
ガ
フ
ォ
ン
の
ヴ
ェ
ル
ミ
シ
ャ
ン
Ｃ
Ｆ
Ｏ
は
、
欧
米
の
対
ロ
制

裁
強
化
を
受
け
保
有
す
る
現
金
の
一
部
を
香
港
ド
ル
に
シ
フ
ト
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

メ
ガ
フ
ォ
ン
に
よ
る
と
、
華
為
技
術
（
メ
ガ
フ
ォ
ン
の
通
信
設
備
の

主
要
な
供
給
業
者
）
と
の
決
済
を
簡
単
に
す
る
た
め
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
銀
行
と
の
取
引
で
困
難
が
生
じ
る
リ
ス
ク
を
限
定
的
に
す
る
た

め
に
、
資
金
を
中
国
系
の
銀
行
に
移
し
た
と
い
う
。
メ
ガ
フ
ォ
ン
は

二
〇
一
四
年
第
２
四
半
期
末
に
三
〇
億
ル
ー
ブ
ル
（
約
九
〇
億
円
）

の
銀
行
預
金
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
割
合
を
四
〇
％
が
香
港
ド
ル
、
六

〇
％
が
ル
ー
ブ
ル
に
し
た
の
で
あ
っ
た
（RBT

H
, 6 A

ugust 2014

）。

八
月
四
日
に
も
香
港
ド
ル
は
許
容
変
動
幅
上
限
に
近
づ
い
た
た

め
、
香
港
金
融
管
理
局
は
九
億
二
五
〇
〇
万
ド
ル
の
米
ド
ル
買
い
を

実
施
し
た
（Bloom

berg, 4 A
ugust 2014

）。
外
為
市
場
で
は
、
ロ

シ
ア
政
府
や
企
業
に
よ
る
ユ
ー
ロ
売
り
・
香
港
ド
ル
買
い
の
動
き
が

香
港
ド
ル
高
を
招
い
て
い
る
と
い
う
参
加
者
の
声
が
き
か
れ
た

（Reuters, 4 A
ugust 2014

）。

ロ
シ
ア
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
な
か
に
は
、
ロ
シ
ア
企
業
が
米
ド
ル
売

り
・
香
港
ド
ル
買
い
を
行
っ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
香
港
金
融
管
理
局
は
米
ド
ル
買
い
・
香
港
ド
ル

売
り
を
実
施
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
的
に
米
ド
ル
建
て
資

金
が
ロ
シ
ア
か
ら
香
港
に
移
転
し
て
い
る
だ
け
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
実
際
に
は
、
ロ
シ
ア
企
業
は
ユ
ー
ロ
売
り
・
香
港

ド
ル
買
い
を
行
っ
て
お
り
、
香
港
ド
ル
買
い
は
米
ド
ル
高
ユ
ー
ロ
安

要
因
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
香
港
ド
ル
は
米
ド
ル
に
ペ
ッ
グ
し
て

い
る
の
だ
か
ら
、
香
港
ド
ル
建
て
資
金
は
実
質
的
に
米
ド
ル
建
て
だ

と
見
る
こ
と
が
で
き
、
ロ
シ
ア
企
業
が
脱
ド
ル
化
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

ま
た
、
ロ
シ
ア
企
業
が
香
港
ド
ル
建
て
預
金
を
増
や
し
た
直
後

に
、
香
港
で
学
生
を
中
心
と
す
る
反
中
国
デ
モ
が
発
生
し
、
許
容
幅

い
っ
ぱ
い
ま
で
香
港
ド
ル
は
下
落
し
た
（Reuters, 30 Septem

ber 

2014

）。
米
ド
ル
に
ペ
ッ
グ
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
香
港
ド
ル
に



110

は
香
港
と
中
国
と
の
関
係
と
い
う
特
殊
な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
が
示

さ
れ
た
。
日
米
欧
に
よ
る
経
済
制
裁
に
よ
っ
て
米
ド
ル
使
用
が
制
限

さ
れ
る
な
か
、
自
社
の
現
金
を
ど
の
通
貨
で
保
有
す
る
か
を
決
め
る

の
は
難
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

３
モ
ス
ク
ワ
で
の
人
民
元
取
引

経
済
制
裁
下
の
ロ
シ
ア
で
、
大
企
業
が
香
港
ド
ル
建
て
預
金
を
増

や
し
て
い
る
事
例
を
見
て
き
た
。
次
に
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
人
民
元

取
引
の
拡
大
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

た
と
え
ば
、
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
が
ロ
シ
ア
の
大
手
国
有
銀
行
で

あ
る
ス
ベ
ル
バ
ン
ク
、
Ｖ
Ｔ
Ｂ
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
バ
ン
ク
を
制
裁
対
象

と
し
た
二
〇
一
四
年
七
月
三
一
日
に
お
け
る
モ
ス
ク
ワ
外
貨
取
引
所

で
の
人
民
元
買
い
は
六
億
六
六
〇
〇
万
元
（
約
一
二
〇
億
円
）
に
の

ぼ
っ
て
い
る
（Bloom

berg, 25 Septem
ber 2014

）。
や
は
り
香
港

ド
ル
同
様
、
人
民
元
も
ま
た
制
裁
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
の
手
段
と
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
モ
ス
ク
ワ
外
貨
取
引
所
に
お
け
る
人
民
元
取
引
の
規
模
は
ど

の
程
度
で
あ
ろ
う
か＊

2

。

ロ
シ
ア
銀
行
が
公
表
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
二
〇
一
三
年

一
月
の
一
営
業
日
あ
た
り
の
平
均
の
人
民
元
取
引
額
は
一
〇
百
万
ド

ル
で
、
全
外
貨
の
取
引
額
五
五
七
九
〇
百
万
ド
ル
の
わ
ず
か
〇
・
〇

二
％
で
あ
る
。
こ
れ
が
二
〇
一
四
年
一
月
で
は
一
四
五
百
万
ド
ル
と

前
年
比
一
四
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
で
も
全
外
貨

取
引
六
一
九
五
六
百
万
ド
ル
の
〇
・
二
三
％
に
す
ぎ
な
い
。

二
〇
一
四
年
に
つ
い
て
は
、
一
営
業
日
平
均
の
人
民
元
取
引
額
が

も
っ
と
も
大
き
か
っ
た
の
が
一
月
で
、
最
低
は
四
月
の
二
四
百
万
ド

ル
、
最
新
の
八
月
は
八
五
百
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
。
人
民
元
取
引

額
が
比
較
的
多
か
っ
た
の
は
一
月
、
二
月
、
八
月
で
、
こ
の
三
カ
月

以
外
は
低
調
で
あ
る
。

二
〇
一
四
年
四
〜
六
月
は
ド
ル
安
・
ル
ー
ブ
ル
高
傾
向
の
期
間
で

あ
り
、
こ
の
期
間
で
は
人
民
元
取
引
は
比
較
的
少
な
い
。
一
方
、
一

〜
二
月
お
よ
び
七
月
以
降
の
ド
ル
高
・
ル
ー
ブ
ル
安
傾
向
の
期
間
で

は
人
民
元
取
引
が
活
発
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ル
ー

ブ
ル
安
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
二
〇
一
四
年
一
月
、
二
月
、
八
月
で

は
ル
ー
ブ
ル
が
売
ら
れ
、
そ
の
ほ
ん
の
一
部
が
人
民
元
買
い
に
ま

わ
っ
た
と
見
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
モ
ス
ク
ワ
通
貨
取
引
所
に
お
け
る
人
民
元
売
買
に
占
め
る

ル
ー
ブ
ル
と
米
ド
ル
の
割
合
を
見
る
と
、
月
ご
と
に
変
動
が
あ
る
も

の
の
、
お
お
む
ね
米
ド
ル
が
ル
ー
ブ
ル
を
上
回
っ
て
い
る
。
人
民
元

と
ル
ー
ブ
ル
が
直
接
取
引
さ
れ
る
割
合
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
も
な

い
の
で
あ
る
。
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４
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
と
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行

今
後
ロ
シ
ア
で
人
民
元
取
引
は
拡
大
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

二
〇
一
四
年
一
〇
月
一
三
日
に
ロ
シ
ア
銀
行
と
中
国
人
民
銀
行
は

ス
ワ
ッ
プ
枠
一
五
〇
〇
億
人
民
元
（
約
二
四
四
億
ド
ル
）
の
通
貨
ス

ワ
ッ
プ
協
定
を
締
結
し
た
。
ま
た
非
公
式
な
が
ら
、
ガ
ス
プ
ロ
ム
の

中
国
向
け
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
「
シ
ベ
リ
ア
の
力
」
に
よ
る
ガ
ス
輸
出
の

決
済
に
人
民
元
を
用
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

加
え
て
北
極
圏
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
開
発
、
ロ
シ
ア
中
央
・
ウ
ラ
ル
間
の
高

速
鉄
道
計
画
な
ど
、
中
国
企
業
に
よ
る
対
ロ
投
資
も
増
加
傾
向
に
あ

る
。こ

う
し
た
な
か
、
中
ロ
間
の
決
済
で
の
人
民
元
使
用
は
、
中
央
銀

行
間
や
大
型
開
発
案
件
に
よ
る
も
の
が
中
心
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
ロ
政
府
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
と
密
接
に
関
係
す
る
の
が
、

ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
（
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
）
と
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
新
開
発

銀
行
（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
）
で
あ
る
。

二
〇
一
五
年
三
月
二
八
日
、
シ
ュ
ワ
ロ
フ
・
ロ
シ
ア
第
一
副
首
相

は
、
海
南
島
で
開
か
れ
た
ボ
ア
オ
・
ア
ジ
ア
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
席

上
、
ロ
シ
ア
の
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
参
加
を
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
決
定
し
た
と

述
べ
た
。

シ
ュ
ワ
ロ
フ
第
一
副
首
相
は
、「
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
同
盟
（
Ｅ
Ｅ

Ｕ
）
と
中
国
と
い
う
形
で
協
力
を
強
化
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

う
。（
中
略
）
Ｅ
Ｅ
Ｕ
内
で
の
商
品
と
資
本
の
自
由
な
移
動
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
経
済
を
よ
り
緊
密
に
結
び
つ
け
る
。
こ
れ
は
中

国
指
導
部
が
立
ち
上
げ
た
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
ベ
ル
ト
構
想
（
一
帯

一
路
）
と
関
係
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
具
体
的
に
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
・
中
央
ア
ジ
ア
を
経
由
し
た
中
ロ
間
イ
ン
フ
ラ
投
資
計
画
の
策

定
・
実
施
の
た
め
に
必
要
な
資
金
・
技
術
・
労
働
力
等
を
中
国
に
要

求
し
た
も
の
と
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｅ
Ｅ
Ｕ
は
、
ロ
シ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
関
税
同

盟
を
基
礎
と
し
て
、
二
〇
一
五
年
一
月
に
キ
ル
ギ
ス
と
ア
ル
メ
ニ
ア

を
加
え
た
五
カ
国
で
構
成
さ
れ
た
経
済
同
盟
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
に

と
っ
て
旧
ソ
連
構
成
国
は
、
自
国
工
業
製
品
の
輸
出
先
、
お
よ
び
労

働
力
の
供
給
源
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
鉄
道
、
道
路
、
空
路
の
整
備

や
決
済
・
送
金
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
あ
る
い
は
更
新
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

ロ
シ
ア
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
い
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
輸
出
国

は
国
際
原
油
価
格
の
上
昇
期
に
は
好
景
気
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
原

油
価
格
の
低
迷
の
影
響
で
不
況
期
に
あ
る
と
言
っ
て
よ
く
、
図
２
を

み
る
と
、
ル
ー
ブ
ル
の
対
ド
ル
安
は
他
の
旧
ソ
連
構
成
国
の
通
貨
安

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
通
貨
安
は
輸
入
減
と
物
価
上
昇
を
も
た
ら
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し
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
下
げ
、
歳
入
を
減
少
さ
せ
る
。

す
な
わ
ち
、
ロ
シ
ア
や
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
は
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
整

備
を
独
自
に
行
う
（
た
と
え
ば
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
を
経
由
す
る
モ
ス

ク
ワ
・
北
京
間
高
速
鉄
道
計
画
の
実
行
）
力
は
な
い
と
思
わ
れ
、
ま

た
、
技
術
や
労
働
力
不
足
は
否
め
ず
、
中
国
と
の
関
係
強
化
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
の
が
客
観
的
情
勢
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
立
場
と
し
て
は
、
旧
ソ
連
地
域
へ
の
中
国
の
影
響
力
拡

大
は
憂
慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
が
、
中
国
の
助
力
が
な
け
れ
ば
ロ
シ

ア
の
同
地
域
へ
の
影
響
力
も
低
下
す
る
と
い
う
矛
盾
に
陥
っ
て
い

る
。
ロ
シ
ア
単
独
の
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
参
加
で
は
な
く
、
Ｅ
Ｅ
Ｕ
と
し
て
参

加
す
る
と
シ
ュ
ワ
ロ
フ
副
首
相
が
発
言
し
た
背
景
に
は
、
あ
く
ま
で

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
中
央
ア
ジ
ア
は
Ｅ
Ｅ
Ｕ
と
い
う
枠
内
で
ロ
シ
ア
の

勢
力
圏
で
あ
る
こ
と
を
中
国
側
に
強
調
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

一
方
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
伝
統
的
に
中
ロ
の
間
で
の
均
衡
を
保
つ

政
策
を
採
用
し
て
お
り
、
ロ
シ
ア
・
プ
ー
チ
ン
政
権
と
争
う
姿
勢
は

見
せ
な
い
が
、
中
国
と
の
経
済
関
係
の
強
化
も
す
す
め
て
い
る
。

さ
て
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
・
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
）
と
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
明
確
で
は
な
い
が
、
出
資
額
一
〇

〇
〇
億
ド
ル
規
模
、
目
的
は
イ
ン
フ
ラ
開
発
中
心
と
い
っ
た
共
通
点

が
多
く
、
ロ
シ
ア
が
ど
ち
ら
に
重
点
を
置
く
か
は
不
透
明
で
あ
る
。
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図2　各国通貨の名目対ドル相場の傾向、2013年1月10日～2015年9月30日（単位：ドル）

（注）傾向がわかりやすいようにルーブル／ドルに0.1を、カザフスタン・テンゲ／ドルに100を、ウクライナ・フリヴ
ニャ／ドルに10をかけた。テンゲとアゼルバイジャン・マナトは固定相場であった時期でもルーブル相場の影響を受
けて相場が変更されている。また、固定相場制放棄後のテンゲと、2015年3月までのフリヴニャについては、ルーブ
ルと明確な相関がある（2015年3月以降は22フリヴニャ／ドルでほぼ固定されている）。
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ロ
シ
ア
国
内
開
発
に
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
中
央

ア
ジ
ア
関
係
に
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
と
使
い
分
け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
。
中
国
に
よ
る
対
ロ
投
資
、
と
く
に
北
極
圏
に
お
け
る

ガ
ス
田
開
発
案
件
に
関
し
て
、
ロ
シ
ア
は
ア
ジ
ア
に
含
ま
れ
な
い
と

し
て
、
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
で
は
な
く
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
経
由
で
中
国
か
ら
の

融
資
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
。

中
国
企
業
が
参
入
す
る
大
型
投
資
案
件
に
お
い
て
、
人
民
元
建
て

の
融
資
を
ロ
シ
ア
が
受
け
る
か
ど
う
か
は
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
Ａ

Ｉ
Ｉ
Ｂ
や
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
銀
行
の
創
設
、
ま
た
取
引
市
場
の
整
備
に
よ

り
人
民
元
調
達
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
増
え
る
な
か
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る

人
民
元
取
引
は
増
大
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

Ⅳ
新
型
経
済
特
区
と
中
国＊

3

１
極
東
発
展
省
と
経
済
特
区

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
人
口
減
少
い
ち
じ
る
し
い
ロ
シ
ア
極
東
の

再
開
発
の
た
め
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
「
極
東
発
展
省
」
を
創
設
し

た
。
そ
れ
ま
で
の
ロ
シ
ア
極
東
の
再
開
発
と
は
、
連
邦
予
算
を
獲
得

し
て
行
わ
れ
る
大
規
模
公
共
事
業
で
あ
り
、
た
と
え
ば
、
二
〇
一
二

年
九
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
経
済
協

力
）
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
た
が
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
の
た
め
に
は
会
議

場
、
ホ
テ
ル
、
空
港
、
道
路
、
橋
梁
な
ど
の
整
備
が
必
要
と
さ
れ
、

巨
額
の
連
邦
予
算
が
つ
ぎ
こ
ま
れ
た
。

一
方
、
極
東
発
展
省
は
、
ロ
シ
ア
極
東
の
再
開
発
に
つ
い
て
、
民

間
企
業
に
よ
る
投
資
を
前
提
と
し
、
民
間
企
業
が
採
算
性
あ
り
と
判

断
し
た
案
件
だ
け
実
行
す
る
こ
と
に
し
た
。
二
〇
一
三
年
以
降
、
ロ

シ
ア
経
済
が
低
迷
す
る
な
か
、
連
邦
支
出
を
極
力
抑
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
ま
た
、
併
合
ま
も
な
い
ク
リ
ミ
ア
半
島
の
開
発
の
方
が
優
先

さ
れ
た
と
い
え
る
。

ま
ず
、
極
東
発
展
省
は
「
先
進
経
済
地
域
（
Ｔ
Ｏ
Ｐ
）」
と
い
う

経
済
特
区
を
創
設
し
、
先
進
経
済
地
域
に
お
け
る
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
実
施
の
た
め
に
、
二
〇
一
五
〜
二
〇
一
七
年
の
三
年
間
に
連
邦

予
算
か
ら
八
九
〇
億
ル
ー
ブ
ル
（
一
六
〇
〇
億
円
弱
）
の
資
金
を
獲

得
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
連
邦
か
ら
の
資
金
は
四
二
〇
億
ル
ー
ブ
ル
に

減
額
さ
れ
、
し
か
も
二
〇
一
五
年
は
六
三
億
ル
ー
ブ
ル
と
さ
ら
に
一

割
減
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
二
〇
〇
九
〜
二
〇
一
三
年
の
五
年
間
に

極
東
と
ザ
バ
イ
カ
ル
地
域
に
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
支
出
さ
れ
た

連
邦
予
算
は
一
〇
倍
以
上
の
四
三
五
〇
億
ル
ー
ブ
ル
で
あ
り
、
モ
ス

ク
ワ
は
先
進
経
済
地
域
に
あ
ま
り
期
待
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
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こ
う
し
た
な
か
、
二
〇
一
五
年
に
極
東
発
展
省
は
、
先
進
経
済
地

域
と
は
別
の
経
済
特
区
計
画
を
策
定
し
た
。
そ
れ
が
二
〇
一
五
年
一

〇
月
一
二
日
か
ら
具
体
的
に
動
き
出
す
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
「
自
由

港
（free port
）」
計
画
で
あ
る
。

２
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
自
由
港
の
優
遇
措
置＊

4

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
自
由
港
と
は
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
を
含
む
沿

海
地
方
南
部
の
一
五
の
市
・
地
区
を
そ
の
領
域
と
す
る
、
先
進
経
済

地
域
と
は
異
な
る
法
令
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
経
済
特
区
で
あ
る
。

自
由
港
の
域
内
で
は
企
業
の
活
動
開
始
か
ら
最
初
の
五
年
に
つ
い

て
は
連
邦
法
人
税
は
免
除
、
地
方
法
人
税
は
最
大
五
％
と
な
り
、
次

の
五
年
で
は
連
邦
法
人
税
は
二
％
、
地
方
法
人
税
は
最
大
一
〇
％
に

抑
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
自
由
港
の
入
居
企
業
は
土
地
税
・
資
産
税
を
免
除
さ
れ
、

国
家
予
算
外
基
金
（
社
会
保
険
料
）
へ
の
納
付
は
三
〇
％
か
ら
七
・

六
％
へ
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
外
国
人
労
働
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
毎
年
連
邦
政
府

が
各
地
方
・
企
業
に
割
り
当
て
る
外
国
人
労
働
者
と
は
別
に
雇
う
こ

と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
に
加
え
、
海
港
・
空
港
・
陸
上
国
境
の
通
過
地
に
つ
い
て

も
、
関
税
・
検
疫
・
出
入
国
管
理
等
に
関
す
る
規
制
も
緩
和
さ
れ

（
た
だ
し
輸
出
・
輸
入
関
税
や
税
関
納
付
金
を
な
く
す
と
は
い
っ
て
い

な
い
）、
国
境
通
過
に
か
か
わ
る
あ
ら
ゆ
る
業
務
は
一
元
的
か
つ
二

四
時
間
年
中
無
休
で
行
わ
れ
、
自
由
港
か
ら
ロ
シ
ア
に
入
る
外
国
人

に
か
ぎ
っ
て
八
日
間
の
ビ
ザ
が
自
動
的
に
与
え
ら
れ
る
。

３
自
由
港
は
「
港
」
で
は
な
い

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
自
由
港
は
「
港
」
で
は
な
く
、
北
海
道
ほ
ど
の

広
が
り
を
も
つ
沿
海
地
方
南
部
一
帯
の
こ
と
で
あ
り
、
結
果
的
に

は
、
こ
の
な
か
に
点
在
す
る
海
港
・
空
港
・
国
境
通
過
地
を
指
す
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
二
〇
一
四
年
一
二
月
四
日
の
年
次
教
書
の
な

か
で
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
一
八
六
二
〜
一
九
〇
〇
年
お
よ
び
一
九

〇
四
〜
一
九
〇
九
年
の
よ
う
な
自
由
港
に
戻
す
べ
き
だ
と
述
べ
た

が
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
自
体
が
自
由
港
に
な
っ
た
と
し
て
も
そ
の

重
要
度
は
低
い
。

第
一
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
内
に
は
工
業
団
地
を
作
る
ほ
ど
の

土
地
が
な
い
。
第
二
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
ソ
連
時
代
に
は
閉
鎖

都
市
で
あ
り
、
現
在
も
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
母
港
で
、
周
辺
は
軍

用
地
ば
か
り
で
あ
る
。
自
由
港
法
に
は
国
防
と
国
家
の
安
全
保
障
を
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確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
場
合
に
は
自
由
港
の
期
限
前
廃
止
も
あ
り

う
る
と
明
記
さ
れ
て
お
り
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
自
由
港
に
す
る
に

は
軍
の
権
益
が
立
ち
は
だ
か
る
。
第
三
に
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
年

間
貨
物
取
扱
量
は
一
五
〇
〇
万
ト
ン
程
度
で
あ
り
、
規
模
が
小
さ
い

の
で
自
由
港
に
す
る
利
点
が
な
い
。

重
要
な
の
は
ナ
ホ
ト
カ
市
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
車
で
二
時
間

半
）
の
ナ
ホ
ト
カ
商
業
港
と
ヴ
ォ
ス
ト
チ
ヌ
ィ
・
コ
ン
テ
ナ
・
タ
ー

ミ
ナ
ル
で
あ
る
。
と
く
に
、
ソ
連
時
代
に
日
本
の
協
力
で
建
設
し
た

ヴ
ォ
ス
ト
チ
ヌ
ィ
は
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
直
結
し
、
港
湾
の
規
模
も
大

き
く
、
後
背
地
は
放
置
状
態
に
あ
る
。
ま
た
、
ナ
ホ
ト
カ
は
コ
ジ
ミ

ノ
石
油
港
を
新
設
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
道
路
整
備
も
済
ん
で
い
る
。

二
〇
一
五
年
九
月
三
〜
五
日
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
開
催
さ
れ
た

「
東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
、
日
本
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）

の
代
表
者
が
ナ
ホ
ト
カ
港
湾
開
発
へ
の
融
資
に
言
及
し
た
の
は
、
極

東
の
実
情
を
熟
知
し
た
上
で
の
発
言
だ
っ
た
と
い
え
よ
う

（

, 2015

）。

４
中
国
と
の
関
係
強
化

「
東
方
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
ト
ル
ト
ネ
フ
副
首
相
が
主
管
だ
っ

た
た
め
か
、
中
国
か
ら
は
汪
洋
副
首
相
が
出
席
し
、
数
の
上
で
も
中

国
か
ら
の
参
加
者
が
目
立
っ
た
（

, 2015

）。

中
国
企
業
に
よ
る
ロ
シ
ア
極
東
の
先
進
経
済
地
域
や
自
由
港
へ
の

さ
ま
ざ
ま
な
直
接
投
資
案
件
が
話
題
と
な
っ
た
が
、
道
路
改
修
、
ロ

シ
ア
の
海
港
の
利
用
、
お
よ
び
水
産
業
へ
の
投
資
の
三
点
が
中
国
側

の
主
要
な
関
心
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
中
国
国
境
か
ら
日
本
海
岸
ま
で
の
道
路
の
改
修
が
あ
げ
ら

れ
る
。
中
国
国
内
の
公
共
事
業
は
飽
和
状
態
に
あ
る
と
み
ら
れ
、
中

国
政
府
は
、
事
実
上
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
の
か
た
ち
で
ロ

シ
ア
の
道
路
改
修
に
か
か
わ
り
た
い
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
中
ロ
間
の
道
路
や
鉄
道
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
ナ
ホ
ト
カ

や
ハ
サ
ン
地
区
の
三
つ
の
港
（
ス
ラ
ヴ
ャ
ン
カ
、
ザ
ル
ビ
ノ
、
ポ
シ

エ
ト
）
で
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
通
関
が
可
能
に
な
れ
ば
、
黒
竜
江
省
や

吉
林
省
に
と
っ
て
は
大
連
よ
り
も
は
る
か
に
近
い
海
港
が
登
場
す
る

こ
と
に
な
り
、
中
国
東
北
部
の
経
済
振
興
に
寄
与
す
る
。
と
く
に
、

ザ
ル
ビ
ノ
町
に
あ
る
ト
ロ
イ
ツ
ァ
港
は
吉
林
省
と
の
国
境
か
ら
車
で

三
〇
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
解
体
以
降
、

日
本
・
中
国
・
韓
国
は
多
大
な
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。

さ
ら
に
、
急
増
し
て
い
る
中
国
国
内
の
海
産
物
需
要
に
こ
た
え
る

た
め
、
沿
海
地
方
の
遠
洋
漁
業
企
業
が
漁
獲
す
る
水
産
物
の
加
工
や

沿
岸
で
の
ナ
マ
コ
な
ど
の
養
殖
に
中
国
が
投
資
す
る
と
い
う
案
件
が

出
さ
れ
て
お
り
（
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
む
か
し
か
ら
ナ
マ
コ
の
産
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地
）、
す
で
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
近
郊
で
水
産
関
連
工
場
の
建
設
が

は
じ
ま
っ
て
い
る
。

５
経
済
特
区
計
画
の
問
題
点

プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
、
就
任
直
後
か
ら
ロ
シ
ア
極
東
の
人
口
減
少

は
領
土
維
持
に
と
っ
て
の
脅
威
で
、
再
開
発
を
安
全
保
障
上
の
課
題

と
み
な
し
て
き
た
。
現
在
の
ロ
シ
ア
極
東
に
は
日
本
の
一
八
倍
の
面

積
に
五
五
〇
万
人
ほ
ど
し
か
住
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
経
済
発
展
省
に
は
「
特
別
経
済
地
帯
」
の
創
設
を
認

め
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
市
に
は
国
策
会
社
ソ
ラ
ー
ズ
、
三
井
物
産
と

の
合
弁
ソ
ラ
ー
ズ
・
ブ
ッ
サ
ン
、
お
よ
び
マ
ツ
ダ
と
の
合
弁
マ
ツ

ダ
・
ソ
ラ
ー
ズ
に
よ
る
自
動
車
生
産
に
対
し
、「
特
別
経
済
地
帯
」

の
工
業
特
区
の
地
位
を
与
え
て
便
宜
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
新
し
く
極
東
発
展
省
を

つ
く
り
、「
先
進
経
済
地
域
」
と
「
自
由
港
」
と
い
う
経
済
特
区
計

画
も
承
認
し
、
と
り
わ
け
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
周
辺
の
再
工
業
化
に
力

を
注
い
で
い
る
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
周
辺
で
の
経
済
特
区
に
つ
い
て
は
、「
特
別
経

済
地
帯
」
と
「
先
進
経
済
地
域
」
と
「
自
由
港
」
の
範
囲
が
重
な
っ

て
い
た
り
、
多
数
の
関
係
省
庁
・
軍
・
大
企
業
・
地
元
勢
力
な
ど
と

の
あ
い
だ
の
調
整
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
か
っ
た
り
と
、
問
題
点
は

多
々
あ
る
が
、
も
っ
と
も
解
決
が
困
難
な
課
題
は
労
働
力
の
確
保
だ

と
考
え
ら
れ
る
。

ど
の
経
済
特
区
に
も
共
通
す
る
の
が
、
高
付
加
価
値
製
品
の
製
造

と
そ
の
輸
出
産
業
化
を
目
指
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
高

度
な
技
能
を
も
っ
た
労
働
者
を
、
輸
出
で
き
る
ほ
ど
の
価
格
競
争
力

を
も
た
せ
る
た
め
に
比
較
的
低
賃
金
で
雇
用
す
る
た
め
に
は
、
域
外

か
ら
の
移
民
に
頼
る
し
か
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
中
国
か
ら
大
量
の
移
民
を
受
け
入
れ
る
の
は
、

ロ
シ
ア
極
東
の
中
国
化
を
防
ぐ
た
め
に
人
口
増
に
も
っ
て
い
く
と
い

う
政
策
と
矛
盾
す
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
移
民
は
モ
ス
ク
ワ
や
西

シ
ベ
リ
ア
の
産
油
地
に
移
動
す
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
は
単
純
に
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
・
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
中
国
東
北

部
か
ら
の
物
資
の
受
け
入
れ
・
送
り
出
し
を
開
始
し
、
こ
れ
を
皮
切

り
に
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
が
自
然
と
生
ま
れ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
日
本
人
、
中
国
人
、
朝
鮮
人
、
ロ
シ
ア
人
な
ど
が
混
住

す
る
国
際
色
豊
か
な
地
域
と
い
う
、
ス
タ
ー
リ
ン
期
以
前
の
極
東
に

戻
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



117 国際原油価格とロシア経済の関係について

お
わ
り
に

プ
ー
チ
ン
政
権
下
で
の
ロ
シ
ア
経
済
の
成
長
は
、
国
際
原
油
価
格

の
上
昇
と
、
こ
れ
に
と
も
な
う
ロ
シ
ア
・
ル
ー
ブ
ル
外
国
為
替
相
場

の
ル
ー
ブ
ル
高
傾
向
と
い
う
環
境
で
達
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

国
際
原
油
価
格
の
下
落
に
よ
り
、
二
〇
一
三
年
か
ら
ロ
シ
ア
で
は

経
済
成
長
に
か
げ
り
が
見
ら
れ
、
こ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
る
よ
う

に
、
二
〇
一
四
年
初
め
に
ク
リ
ミ
ア
と
ド
ン
バ
ス
を
め
ぐ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
問
題
が
発
生
し
た
。
日
米
欧
か
ら
の
経
済
制
裁
と
、
ロ
シ
ア
の

輸
入
制
限
を
中
心
と
す
る
報
復
措
置
に
よ
り
、
ロ
シ
ア
の
貿
易
額
は

縮
小
し
、
対
外
債
務
を
借
り
換
え
な
し
で
償
還
せ
ざ
る
を
え
な
く
な

り
、
資
本
流
出
額
が
増
加
し
た
。

こ
う
し
た
苦
境
の
な
か
、
ロ
シ
ア
は
中
国
と
の
関
係
を
強
化
し
つ

つ
あ
る
。
と
く
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
中
央
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
旧
ソ

連
構
成
共
和
国
や
、
人
口
の
希
薄
な
シ
ベ
リ
ア
極
東
で
の
開
発
を
、

ロ
シ
ア
単
独
で
実
行
す
る
資
金
・
技
術
・
労
働
力
は
な
く
、
中
国
に

頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
・
中
央
ア
ジ
ア
や
シ
ベ
リ
ア
極
東
へ
の
中
国
の
影

響
力
の
拡
大
は
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
安
全
保
障
上
の
脅
威
で
あ
る

が
、
中
国
の
協
力
を
得
て
開
発
し
な
け
れ
ば
、
ロ
シ
ア
・
モ
ス
ク
ワ

の
影
響
力
自
体
が
低
下
す
る
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

◉
注

＊
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と
く
に
こ
と
わ
り
の
な
い
か
ぎ
り
、
ロ
シ
ア
の
統
計
デ
ー
タ
は
、

ロ
シ
ア
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

＊
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ロ
シ
ア
・
モ
ス
ク
ワ
外
貨
取
引
所
に
お
け
る
人
民
元
取
引
に
関
す

る
先
行
研
究
と
し
て
は
、

（

）
が
あ
る
。

＊
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ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
は
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め
と
す
る
ロ
シ
ア
極
東
に
お
け
る
経
済

特
区
に
つ
い
て
は
、
齋
藤
（
二
〇
一
五
）
お
よ
び
堀
内
（
二
〇
一
五
）

が
く
わ
し
い
。
ロ
シ
ア
極
東
経
済
情
勢
に
つ
い
て
は
、
安
木
（
二
〇
〇

九
）
を
参
照
。

＊
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以
下
の
デ
ー
タ
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
極
東
発
展
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
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資
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に
よ
る
。
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